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国
土
利
用
計
画
法
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
行
さ
れ
ま
し
た

　
昨
年
、
十
二
月
二
十
四
目
か
ら
、

地
価
の
安
定
と
国
土
の
計
画
的
な
利

用
を
は
か
る
土
地
対
策
を
基
本
と
し

た
国
土
利
用
計
画
法
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。

　
国
土
利
用
計
画
法
の
あ
ら
ま
し

ω
国
土
の
計
画
的
な
利
用
を
計
る
た

　
め
、
そ
の
も
と
に
な
る
利
用
計
画

　
を
定
め
る
と
と
も
に
国
土
利
用
計

　
画
に
も
と
づ
い
て
土
地
の
使
い
方

　
及
び
土
地
利
用
の
混
乱
を
防
ぎ
正

　
し
く
望
ま
し
い
土
地
利
用
を
進
め

　
る
た
め
の
基
本
計
画
を
定
め
、
こ

　
れ
に
従
っ
て
土
地
利
用
が
見
ら
れ

　
る
こ
と
。

㈲
急
激
な
地
価
の
値
上
が
り
及
び
土

　
地
の
役
機
的
取
引
、
大
量
買
占

選噸．

屡

蕪
辮
繊

靹
織
暫

勲
纏
勝

繍
棚
鱗
酷

蘇
〆
藷
恥

　
め
、
乱
開
発
に
よ
る
自
然
環
境
の

　
破
壊
等
を
防
止
す
る
と
と
も
に
望

　
ま
し
い
土
地
利
用
を
図
る
た
め
土

　
地
の
取
引
を
規
制
す
る
こ
と
。

斜
遊
ん
で
い
る
土
地
を
公
共
の
福
祉

　
優
先
の
立
場
か
ら
積
極
的
に
活
用

　
す
る
た
め
の
手
続
き
を
定
め
た
こ

　
と
o

　
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地

　
取
引
は
届
出
が
必
要

　
定
め
ら
れ
た
広
さ
以
上
の
土
地
の

売
買
な
ど
契
約
を
す
る
と
き
は
、
売

る
人
も
買
う
人
も
土
地
の
売
買
な
ど

の
予
定
価
格
や
利
用
目
的
を
書
い
た

届
書
を
市
長
を
通
じ
て
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
本
市
の
場
合
．
十
日
町
、
中
条
、

川
治
、
六
箇
地
区
で
五
千
平
方
層
以

上
、
そ
の
他
の
地
区
で
一
万
平
方
麿

以
上
が
届
出
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
届
出
を
し
な
い
で
土

地
の
売
買
な
ど
の
契
約
を
し
た
り
、

偽
り
の
届
出
を
し
た
場
合
は
六
ヵ
月

習旨2
　池中月
　　　の
優田曾条休

2医7病日の　　の
2院3院救
喬糖急
1西8一医
番1番

以
上
の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の

罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
市
開
発
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
5
0
年
度
市
奨
学

　
生
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
昭
和
五
十

年
度
市
奨
学
金
貸
与
希
望
者
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
　
市
内
に
三
年
以
上

居
住
し
て
い
る
世
帯
の
子
弟
で
、
学

業
成
績
が
優
秀
か
つ
経
済
的
理
由
に

よ
り
、
学
資
の
支
弁
が
困
難
な
も

の
。
　
な
お
　
貸
与
の
対
象
は
高
等
学
校

及
び
高
等
専
門
学
校
（
貸
与
月
額

三
千
円
）
短
大
及
び
大
学
（
貸
与
月

額
六
千
円
）
に
在
学
中
ま
た
は
進
学

希
望
者
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
二

月
末
日
ま
で
に
市
教
育
委
員
会
、
市

内
各
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
軽
自
動
車
の
検
査
を

　
受
け
ま
し
ょ
う

　
軽
自
動
車
は
、
軽
自
動
車
届
出
済

証
の
届
出
年
月
日
に
よ
り
検
査
の
期

限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
期
限
ま
で
に
、
検
査
を
受
け
な
い

で
使
用
す
る
と
法
令
違
反
と
な
り
ま

す
。
検
査
を
受
け
て
、
お
互
い
の
安

全
と
公
害
防
止
に
協
力
し
ま
し
ょ
う

　
検
査
の
期
限
等
、
く
わ
し
く
は
、

も
よ
り
の
軽
自
動
車
販
売
店
、
整
備

工
場
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
「
地
方
選
挙
早
わ
か

　
り
」
を
斡
旋

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
こ
と
し

の
地
方
選
に
備
え
「
地
方
選
挙
早
わ

か
り
」
を
斡
旋
し
ま
す
。

　
購
入
希
望
者
は
、
市
選
管
事
務
局

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
斡
旋
価
格
　
一
冊
五
百
五
十
円

　
保
育
所
入
所
児
童
を
再
募
集

　
十
日
町
保
育
所
（
三
歳
以
上
児
）

十
日
町
幼
児
園
（
未
満
児
）
、
各
若

干
名
　
印
鑑
登
録
の
切
替
を

　
49
年
3
月
31
日
以
前
に
登
録
し
た

印
鑑
は
登
録
の
切
替
え
が
必
要
で
す

ま
だ
済
ん
で
い
な
い
方
は
3
月
31
日

ま
で
に
市
民
課
窓
口
、
各
出
張
所
へ

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業

　
▽
金
子
賢
（
香
典
返
し
）
…
…
五

万
円
▽
村
山
直
子
…
千
四
百
五
十

三
円
▽
村
山
透
…
三
二
千
円
▽
村
山

浩
…
…
千
円
▽
春
日
由
三
…
…
三
千

円
▽
匿
名
…
り
千
円

　
歳
末
た
す
け
あ
い

　
▽
十
日
町
砂
利
合
資
会
社
…
－
五

千
二
十
六
円
▽
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ

肌
二
＝
．
．
紅
．
忘
ポ
．
な
く

　
　
今
月
は
、
国
民
健
康
保
険
料
…

…
の
納
期
で
す
。

ー
ク
ラ
ブ
…
－
二
万
千
五
百
五
十
七

円
▽
中
条
中
学
校
生
徒
会
　
・
四
千

二
百
円
▽
十
日
町
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン

ド
協
会
…
四
万
円
▽
田
村
泰
一
郎

…
…
一
万
円
▽
村
山
兼
吉
…
…
千
四

百
二
十
五
円
▽
高
野
信
一
…
…
七
百

三
十
円
▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
…
，

二
万
二
千
三
百
円
▽
丸
山
康
之
…
…

二
千
円
▽
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
…
－
三
万
二
百
二
十
一
円

…
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」

　
り
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
三
十
一

　
し
ま
す
。

　
　
昭
和
五
十
年
二
月
一
日
　
十
日
町
地
域
広
墳
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
　
十
日
町
市
長
　
春
　
日
　
由
　
三

　
　
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

況
靴
　
　
　
　
　
　
　
鞭

状
　
　
　
　
　
　
　
　
況

行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
状

執
御
　
　
　
　
　
　
の

算
現
　
　
　
　
　
　
　
　
債

予
旧
　
　
　
　
　
　
　
合

唾
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組

口
万
月

計
1
2
会
眸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
町
村
別
負
担
金
状
況

　
　
　
度
和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
円

鬼
　
　
　
　
　
　
嚇
讃

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
　
診
5

和
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
臆
4

昭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
1
2
殉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
成

会計名 予算額 収入済額収入率 支出済額 執行率

一般会計 44，600 27，223 61％ 34，469 77％

姶福祉センター

特別会計 1，016 931 92 588 58

と畜場事業

特別会計 1，765 1，719 97 1，327 7
計 47，381 29，873 63 36，384 77

（
告
示
第
一
号
）

地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
三
条
の
三
の
規

定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組

　
　
　
　
　
　
、
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表

　
　
　
　
　
黙
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使
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3
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“
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叱
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何
も
9
　
陸

峯
こ
ま
で
…

組合財産の状況

4，242㎡

110万円

市町村

から借地

建物

基金
公社債

土地

総合福祉センター

建設事業
4，300

と　畜　場

整備事業
3，680

消防庁舎
建設事業

5，100

計 13，080

村
4
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里
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　恒例の押しあいまつりは、去る3日夜7時から

少年の部で幕をあけ、夜8時半から青年達がもみあいました。

　サンヨサンヨのかけ声と、寒気をついてもみあう少年や若

者達で会場の来迎寺の境内は、熱気と興奮につつまれました・
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搬予算雲藩巌礁
　　税金は、わたしたちの郷土と、く、ら　　脚姻
　しをよくしていく泊洛岱の分担金　　予五　　　会一

融’纂購鎚譜騨舞轟計般
　責任があるといえましょっ。　　　　　　の廣全　　　≦訟

争
識
総
額
45
億
干
8
百
8
4
万
円

　
　
　
　
　
　
　
市
総
合
計
画
を
重
点
に

㎜∞
隷
灘
繹
鞭
嘲
騙
融
勲
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
辮

　
　
　
　
　
　
　
醐
灘

、
講
響

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑

　
昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会
計
は
、

四
十
五
億
千
八
百
八
十
四
万
四
千
円

と
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
三
十

・
二
響
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

市
民
一
人
当
た
り
の
一
般
会
計
予
算

額
は
お
よ
そ
八
万
九
千
四
百
六
十
八

円
。
こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う

　
三
本
の
基
本
的
施
策
を
中
心
に

　
本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
教
育
文

化
の
向
上
、
道
路
交
通
の
整
備
、
福

祉
行
政
の
推
進
を
三
本
の
柱
と
し

て
、
国
の
経
済
見
通
し
、
予
算
案
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　犠

　　　　　　　　　　　　　　撫

　　　　　　　　　　　　織
　　　　　　　難

財
政
計
画
な
ど
十
分
勘
案
し
な
が
ら

一
般
経
常
経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制

し
、
市
総
合
計
画
に
予
定
さ
れ
た
建

設
事
業
の
実
現
を
第
一
義
と
し
て
新

年
度
予
算
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
道
の
整
備
や
道
路
等
の

除
雪
、
防
雪
施
設
整
備
を
積
極
的
に

進
め
る
と
同
時
に
、
西
小
学
校
等
の

建
設
、
公
共
下
水
道
工
事
の
着
手
、

十
日
町
公
園
の
造
成
、
河
川
運
動
公

園
等
生
活
関
連
施
設
づ
く
り
を
苗
場

山
麓
開
発
事
業
と
共
に
重
点
事
業
と

し
て
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

郷
土
資
料
館
を
建
設

　
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
十
一
億

七
百
八
十
二
万
四
千
円
と
歳
出
の
ト

ッ
ブ
に
た
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
西
小
学
校
建
設
工
事
、

大
池
小
赤
倉
分
校
建
護
工
事
、
市
内

小
中
学
校
営
繕
修
繕
費
、
中
条
地
区

公
民
館
建
設
工
事
、
馬
場
上
遺
跡
調

査
費
の
ほ
か
、
ニ
カ
年
計
画
で
郷
土

資
料
館
を
西
小
学
校
用
地
東
側
に
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
．
鮮

　
　
贈
、
霧
、
．
，
鞭
鞭
、
－

獅
雛
纏
驚
灘
難
、
響

設
。
言
語
障
害
児
、
病
弱
児
指
導
事

業
費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　
民
生
費
は
、
八
億
千
百
三
十
八
万

九
千
円
で
す
が
、
こ
れ
は
、
老
人
や

身
障
対
策
費
を
重
点
に
老
人
福
祉
、

身
障
者
対
策
費
が
一
億
七
千
七
百
三

十
四
万
六
干
円
を
し
め
る
ほ
か
、
保

育
所
運
営
費
等
の
児
童
措
置
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
で
す
。
ま
た
、
こ
と

し
あ
ら
た
に
、
冬
季
保
安
要
員
対
策

費
が
七
百
三
十
五
万
二
千
円
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
冬
季
孤
立
の
恐
れ
の
あ

る
山
閥
地
域
に
保
安
要
員
を
配
置
、

道
路
交
通
の
確
保
、
急
患
輸
送
の
手

配
、
生
活
困
窮
者
、
出
稼
ぎ
世
帯
の

屋
根
雪
の
処
理
な
ど
に
協
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
に
着
手

　
土
木
費
は
、
七
億
二
千
四
百
十
八

万
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装
、
都
市

計
画
道
路
、
防
雪
段
切
り
等
雪
害
対

策
費
な
ど
で
す
が
、
特
に
下
水
道
工

事
に
具
体
的
に
着
手
す
る
た
め
、
一

億
二
百
七
十
八
万
円
と
大
幅
増
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
黒
沢
市
営

住
宅
集
会
所
建
設
の
ほ
か
、
継
続
事

業
の
十
日
町
公
園
造
成
、
明
石
、
寿

南
公
園
の
造
成
な
ど
、
市
民
の
い
こ

い
の
場
づ
く
り
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。
総
務
費
関
係
で
は
、
県
議
会

議
員
選
挙
費
、
市
長
、
市
議
会
議
員

選
挙
費
や
交
通
安
全
対
策
費
、
国
勢

禍
査
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
十
日
町
市
、

一
般
経
常
経
費
を
抑
制

歳
入
の
主
な
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す

と
、
別
表
の
よ
う
に
、
市
税
は
十

三
億
六
千
三
百
万
円
と
歳
入
総
額

の
三
十
・
二
軒
を
し
め
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
、
十
二
億
千

万
円
で
、
前
年
に
く
ら
ぺ
、
二
十

二
・
噌
鮒
増
加
し
、
歳
入
総
額
の

二
十
六
・
八
響
と
な
り
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
は
、
十
億
千
十
七

万
三
千
円
を
し
め
、
そ
の
他
市
債

四
億
五
千
八
百
四
十
万
円
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の

計
上
を
行
な
い
、
一
般
経
常
経
費

を
極
力
抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、

教
育
関
係
、
民
生
費
関
係
に
ふ
り

む
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
共
用

地
物
件
の
先
行
取
得
を
重
点
的
に

進
め
、
力
い
っ
ば
い
財
政
の
体
質

改
善
を
お
し
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
へ

き
地
医
療
対
策
費
、
公
害
対
策
費
、

妊
産
婦
、
乳
児
医
療
費
助
成
な
ど
の

ほ
か
、
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
、
市

内
小
学
校
一
、
二
年
生
を
対
象
に
、

フ
ッ
素
水
に
よ
る
う
が
い
実
施
等
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
林
業
の
擾
興
の
た
め
に

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
麓
開

発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
六
百
二
十

七
万
五
千
円
。
農
業
振
興
関
係
補
助

金
千
八
百
九
十
二
万
八
千
円
。
そ
の

ほ
か
、
土
地
改
良
事
業
及
び
圃
場
整

備
事
業
補
助
金
、
国
土
調
査
費
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
振

興
の
た
め
、
林
道
開
設
、
林
業
振
興

関
係
委
託
補
助
金
と
し
て
、
五
千
百

八
十
六
万
四
千
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
商
工
組
合
中
央
金
庫
予
託
金
を

　
倍
額
に

　
商
工
費
関
係
で
は
、
不
況
対
策
の

一
環
と
し
て
、
産
業
育
成
資
金
貸
付

金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金
等

を
増
額
し
ま
し
た
。
特
に
商
工
組
合

中
央
金
庫
予
託
金
は
、
前
年
の
二
倍

に
あ
た
る
六
千
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
商
工
関
係
委
託
補

助
金
、
雪
ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼
ス

カ
イ
ラ
イ
ソ
負
担
金
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労

者
の
住
宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫

予
託
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

に
、
出
機
等
の
家
内
労
働
者
に
労
災

保
険
料
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
そ
の
ほ
か
、
消
防
費
関
係
で
は
、

広
域
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
一
億

六
千
四
百
二
十
五
万
六
千
円
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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『
，
，
－
あ
な
た
の
貴
い
一
票
を
生
か
そ
う
”
”
，
，
副
㎝

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

。
　
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
投
票
日
は
、
県
議
選
が
四
月
十
三
＝

百
、
市
長
、
市
議
選
は
四
月
二
＋
七
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
．
　
　
　
’

＝
　
ど
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
な
さ
＝

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

＝
ん
が
、
自
分
の
一
票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
＝

τ
期
待
を
こ
め
て
投
票
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
　
　
　
　
　

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

『
－
ー
ー
ー
ー
興
・
4
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す
ー
ー
き
“
ー
6
匹

潮

とおガ5お（3

節
謬
総

　
　
　
　
　
　
5

又
票
　
　
　
諺
韓
馨

覧
孕拳，ノ

癩

琵

課
勧
齢
4
月
1
3
日
が
投
票
日

　
県
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
で
き
る

人
は
、
三
月
十
七
日
現
在
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
で
す
。
　
（
登

録
資
格
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月

十
七
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十

日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

四
月
十
三
日
ま
で
に
満
二
十
歳
く
30

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
　
　
　
　
重
度
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に

　
こ
の
ほ
ど
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
有
権
者
を
対
象
に
、
郵
便
を

使
っ
て
の
不
在
者
投
票
が
で
き
る
こ

こ
ん
な
ふ
う
に
投
票
で
き
な
い
人
た
ち
に
は

郵
送
の
不
在
者
投
票
の
制
度
が
…
…

年
4
月
1
4
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
V

に
な
っ
た
人
）
な
お
、
投
票
所
入
場

券
は
、
四
月
五
日
頃
市
政
事
務
嘱
託

員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
。

　
居
住
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

　
十
二
月
十
七
日
以
降
、
十
日
町
市

に
転
入
し
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
人
は
、
十
日
町

匝調

t四
　，副
程障1
瞳」

障
害
の
［

程
　
度
一

　
　
　
　
キ

　
　
　
一
雫
肢
も
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
級
も

　
　
　
一
く
は
体
幹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
一

身
体
障

　
　
　
　
　
　
　
　
二
級

　
　
　
障
害

害
　
者
～
－

　
　
　
　
　
　
　
　
藏
鉱

　
　
　
、
心
臓
、
じ
ん

手
帳
頗
も
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
㎜

　
　
　
痢
馨
の
障

　
　
　
　
　
　
　
　
『
．
一
級

　
　
　
一
害

丁
＋
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
項

　
　
　
両
下
肢
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
症
か
ら

　
　
　
く
は
体
幹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
項
、

　
　
　
障
害

戦
傷
病

　
　
　
　
　
　
　
　
症
ま
で

者
手
帳

心
臓
、
じ
ん

臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障

害

特
別
項
『

症
か
ら
．

第
三
項

症
ま
で

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
こ
と
し
三
月
一
日

以
降
に
公
、
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
②
障
害
の
程
度
が
別
表
に
掲

げ
る
障
害
と
同
程
度
で
知
事
か
ら
書

面
で
証
明
さ
れ
て
い
る
方
が
利
用
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申

請
書
（
選
管
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必

ず
本
人
が
氏
名
を
書
い
て
、
身
体
障

害
老
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添

え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投

寒
灘o　“・検へし’φA、い

　←、N噌
　　r，“

へ
o

墾曝
市
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書
を
持

参
し
投
票
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

票
証
明
書
の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
投
票
日
四
日
前
ま
で
に

　
ま
た
、
選
挙
の
投
票
日
前
四
日
ま

で
に
、
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請

求
す
れ
ば
、
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
さ
て
、
投
票
の
方
法
は

　
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
名
前

を
必
ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票

用
封
筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の

表
面
に
、
場
所
、
年
月
日
、
氏
名
を

記
入
す
る
。
こ
の
封
筒
を
、
他
の
適

当
な
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票

用
紙
在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
各
選
挙
と
も
、
告
示

の
日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で

の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
蒔
ま
で
（
印
鑑
を
持
参
）
。
市

役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
は

県
内
の
転
出
し
た
，
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
市
町
村
の

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
を
添
え
て
、
不
在
者
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
等
に
行
か
れ
た
人
の
不

在
者
投
票
は
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
「
不
在
者
投
票
の
請

求
は
、
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
）

　
　
立
会
演
説
会

　
県
議
、
市
長
選
挙
と
も
立
会
演

説
会
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
日
時
等
は
ま
だ
き
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
「
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
清

き
一
票
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

講
訴
鴫
鵜
の
投
票
日
は
4
月
2
7
日

　
四
月
十
五
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
が
投
票
で
き
ま

す
。
　
（
登
録
資
格
は
、
昭
和
五
十
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続

き
、
十
日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
で
、
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
満
二

十
歳
に
な
っ
た
人
）

投
票
用
紙
は

　
市
長
…
白
地
に
黒
刷
り

◎　
市
議
…
赤
地
に
黒
刷
り

　
投
票
時
間
等

　
各
投
票
所
と
も
、
午
前
七
時
か
ら

い
っ
せ
い
に
投
票
が
は
じ
ま
り
ま
す

が
、
閉
じ
る
時
刻
は
、
投
票
所
ご
と

に
違
い
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
よ
く

見
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
は
市
長
・
市
議
の
順
で
す

　
投
票
用
紙
は
、
市
長
が
「
白
字
に

黒
刷
り
」
で
、
候
補
者
の
氏
名
が
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
し
よ

う
と
思
う
人
の
欄
に
備
え
つ
け
の
ゴ

ム
印
で
○
の
記
号
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
に
投
票
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
記
号
式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、

「
赤
地
に
黒
刷
り
」
で
、
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

（
一
人
）
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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　　税金は、わたしたちの郷土と、く、ら　　脚姻
　しをよくしていく泊洛岱の分担金　　予五　　　会一

融’纂購鎚譜騨舞轟計般
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争
識
総
額
45
億
干
8
百
8
4
万
円

　
　
　
　
　
　
　
市
総
合
計
画
を
重
点
に

㎜∞
隷
灘
繹
鞭
嘲
騙
融
勲
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
辮

　
　
　
　
　
　
　
醐
灘

、
講
響

　
　
　
　
　
　
　
　
鑑

　
昭
和
五
十
年
度
の
一
般
会
計
は
、

四
十
五
億
千
八
百
八
十
四
万
四
千
円

と
前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
三
十

・
二
響
増
に
な
り
ま
し
た
。

　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で

市
民
一
人
当
た
り
の
一
般
会
計
予
算

額
は
お
よ
そ
八
万
九
千
四
百
六
十
八

円
。
こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た

ち
の
く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う

生
か
さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う

　
三
本
の
基
本
的
施
策
を
中
心
に

　
本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
教
育
文

化
の
向
上
、
道
路
交
通
の
整
備
、
福

祉
行
政
の
推
進
を
三
本
の
柱
と
し

て
、
国
の
経
済
見
通
し
、
予
算
案
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　懸　　　　　　　　　　　　　　　犠

　　　　　　　　　　　　　　撫

　　　　　　　　　　　　織
　　　　　　　難

財
政
計
画
な
ど
十
分
勘
案
し
な
が
ら

一
般
経
常
経
費
を
で
き
る
だ
け
抑
制

し
、
市
総
合
計
画
に
予
定
さ
れ
た
建

設
事
業
の
実
現
を
第
一
義
と
し
て
新

年
度
予
算
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
市
道
の
整
備
や
道
路
等
の

除
雪
、
防
雪
施
設
整
備
を
積
極
的
に

進
め
る
と
同
時
に
、
西
小
学
校
等
の

建
設
、
公
共
下
水
道
工
事
の
着
手
、

十
日
町
公
園
の
造
成
、
河
川
運
動
公

園
等
生
活
関
連
施
設
づ
く
り
を
苗
場

山
麓
開
発
事
業
と
共
に
重
点
事
業
と

し
て
、
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

郷
土
資
料
館
を
建
設

　
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
十
一
億

七
百
八
十
二
万
四
千
円
と
歳
出
の
ト

ッ
ブ
に
た
ち
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
西
小
学
校
建
設
工
事
、

大
池
小
赤
倉
分
校
建
護
工
事
、
市
内

小
中
学
校
営
繕
修
繕
費
、
中
条
地
区

公
民
館
建
設
工
事
、
馬
場
上
遺
跡
調

査
費
の
ほ
か
、
ニ
カ
年
計
画
で
郷
土

資
料
館
を
西
小
学
校
用
地
東
側
に
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殿
．
鮮

　
　
贈
、
霧
、
．
，
鞭
鞭
、
－

獅
雛
纏
驚
灘
難
、
響

設
。
言
語
障
害
児
、
病
弱
児
指
導
事

業
費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

　
民
生
費
は
、
八
億
千
百
三
十
八
万

九
千
円
で
す
が
、
こ
れ
は
、
老
人
や

身
障
対
策
費
を
重
点
に
老
人
福
祉
、

身
障
者
対
策
費
が
一
億
七
千
七
百
三

十
四
万
六
干
円
を
し
め
る
ほ
か
、
保

育
所
運
営
費
等
の
児
童
措
置
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
で
す
。
ま
た
、
こ
と

し
あ
ら
た
に
、
冬
季
保
安
要
員
対
策

費
が
七
百
三
十
五
万
二
千
円
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
冬
季
孤
立
の
恐
れ
の
あ

る
山
閥
地
域
に
保
安
要
員
を
配
置
、

道
路
交
通
の
確
保
、
急
患
輸
送
の
手

配
、
生
活
困
窮
者
、
出
稼
ぎ
世
帯
の

屋
根
雪
の
処
理
な
ど
に
協
力
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
下
水
道
工
事
に
着
手

　
土
木
費
は
、
七
億
二
千
四
百
十
八

万
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装
、
都
市

計
画
道
路
、
防
雪
段
切
り
等
雪
害
対

策
費
な
ど
で
す
が
、
特
に
下
水
道
工

事
に
具
体
的
に
着
手
す
る
た
め
、
一

億
二
百
七
十
八
万
円
と
大
幅
増
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
黒
沢
市
営

住
宅
集
会
所
建
設
の
ほ
か
、
継
続
事

業
の
十
日
町
公
園
造
成
、
明
石
、
寿

南
公
園
の
造
成
な
ど
、
市
民
の
い
こ

い
の
場
づ
く
り
の
予
算
を
計
上
し
ま

し
た
。
総
務
費
関
係
で
は
、
県
議
会

議
員
選
挙
費
、
市
長
、
市
議
会
議
員

選
挙
費
や
交
通
安
全
対
策
費
、
国
勢

禍
査
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
十
日
町
市
、

一
般
経
常
経
費
を
抑
制

歳
入
の
主
な
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を
み
ま
す

と
、
別
表
の
よ
う
に
、
市
税
は
十

三
億
六
千
三
百
万
円
と
歳
入
総
額

の
三
十
・
二
軒
を
し
め
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
、
十
二
億
千

万
円
で
、
前
年
に
く
ら
ぺ
、
二
十

二
・
噌
鮒
増
加
し
、
歳
入
総
額
の

二
十
六
・
八
響
と
な
り
ま
し
た
。

国
県
支
出
金
は
、
十
億
千
十
七

万
三
千
円
を
し
め
、
そ
の
他
市
債

四
億
五
千
八
百
四
十
万
円
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の

計
上
を
行
な
い
、
一
般
経
常
経
費

を
極
力
抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、

教
育
関
係
、
民
生
費
関
係
に
ふ
り

む
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
公
共
用

地
物
件
の
先
行
取
得
を
重
点
的
に

進
め
、
力
い
っ
ば
い
財
政
の
体
質

改
善
を
お
し
進
め
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

川
西
町
衛
生
施
設
組
合
負
担
金
、
へ

き
地
医
療
対
策
費
、
公
害
対
策
費
、

妊
産
婦
、
乳
児
医
療
費
助
成
な
ど
の

ほ
か
、
虫
歯
予
防
対
策
と
し
て
、
市

内
小
学
校
一
、
二
年
生
を
対
象
に
、

フ
ッ
素
水
に
よ
る
う
が
い
実
施
等
の

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
林
業
の
擾
興
の
た
め
に

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
麓
開

発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
六
百
二
十

七
万
五
千
円
。
農
業
振
興
関
係
補
助

金
千
八
百
九
十
二
万
八
千
円
。
そ
の

ほ
か
、
土
地
改
良
事
業
及
び
圃
場
整

備
事
業
補
助
金
、
国
土
調
査
費
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
林
業
振

興
の
た
め
、
林
道
開
設
、
林
業
振
興

関
係
委
託
補
助
金
と
し
て
、
五
千
百

八
十
六
万
四
千
円
計
上
し
ま
し
た
。

　
商
工
組
合
中
央
金
庫
予
託
金
を

　
倍
額
に

　
商
工
費
関
係
で
は
、
不
況
対
策
の

一
環
と
し
て
、
産
業
育
成
資
金
貸
付

金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金
等

を
増
額
し
ま
し
た
。
特
に
商
工
組
合

中
央
金
庫
予
託
金
は
、
前
年
の
二
倍

に
あ
た
る
六
千
万
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
、
商
工
関
係
委
託
補

助
金
、
雪
ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼
ス

カ
イ
ラ
イ
ソ
負
担
金
な
ど
が
主
な
も

の
で
す
。
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労

者
の
住
宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫

予
託
金
を
増
額
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

に
、
出
機
等
の
家
内
労
働
者
に
労
災

保
険
料
補
助
金
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
そ
の
ほ
か
、
消
防
費
関
係
で
は
、

広
域
事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
一
億

六
千
四
百
二
十
五
万
六
千
円
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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『
，
，
－
あ
な
た
の
貴
い
一
票
を
生
か
そ
う
”
”
，
，
副
㎝

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

。
　
四
月
は
、
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す
。
投
票
日
は
、
県
議
選
が
四
月
十
三
＝

百
、
市
長
、
市
議
選
は
四
月
二
＋
七
日
に
行
な
わ
れ
ま
す
．
　
　
　
’

＝
　
ど
の
選
挙
も
私
た
ち
の
生
活
に
つ
な
が
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
な
さ
＝

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

＝
ん
が
、
自
分
の
一
票
に
大
き
な
責
任
を
も
ち
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
＝

τ
期
待
を
こ
め
て
投
票
し
ょ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
．
　
　
　
　
　

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富

『
－
ー
ー
ー
ー
興
・
4
月
は
統
一
地
方
選
挙
で
す
ー
ー
き
“
ー
6
匹

潮

とおガ5お（3

節
謬
総

　
　
　
　
　
　
5

又
票
　
　
　
諺
韓
馨

覧
孕拳，ノ

癩

琵

課
勧
齢
4
月
1
3
日
が
投
票
日

　
県
議
会
議
員
選
挙
に
投
票
で
き
る

人
は
、
三
月
十
七
日
現
在
で
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
で
す
。
　
（
登

録
資
格
は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月

十
七
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続
き
十

日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
で
、

四
月
十
三
日
ま
で
に
満
二
十
歳
く
30

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
制
度

　
　
　
　
　
重
度
の
身
体
障
害
者
を
対
象
に

　
こ
の
ほ
ど
、
公
職
選
挙
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
身
体
に
重
度
の
障
害

が
あ
る
有
権
者
を
対
象
に
、
郵
便
を

使
っ
て
の
不
在
者
投
票
が
で
き
る
こ

こ
ん
な
ふ
う
に
投
票
で
き
な
い
人
た
ち
に
は

郵
送
の
不
在
者
投
票
の
制
度
が
…
…

年
4
月
1
4
日
以
前
に
生
ま
れ
た
者
V

に
な
っ
た
人
）
な
お
、
投
票
所
入
場

券
は
、
四
月
五
日
頃
市
政
事
務
嘱
託

員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布
す
る
予
定
。

　
居
住
証
明
書
を
忘
れ
ず
に

　
十
二
月
十
七
日
以
降
、
十
日
町
市

に
転
入
し
た
人
で
、
前
の
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
す
る
人
は
、
十
日
町

匝調

t四
　，副
程障1
瞳」

障
害
の
［

程
　
度
一

　
　
　
　
キ

　
　
　
一
雫
肢
も
し
一

　
　
　
　
　
　
　
　
↓
級
も

　
　
　
一
く
は
体
幹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
一

身
体
障

　
　
　
　
　
　
　
　
二
級

　
　
　
障
害

害
　
者
～
－

　
　
　
　
　
　
　
　
藏
鉱

　
　
　
、
心
臓
、
じ
ん

手
帳
頗
も
し
く
は

　
　
　
　
　
　
　
　
し
く
は
㎜

　
　
　
痢
馨
の
障

　
　
　
　
　
　
　
　
『
．
一
級

　
　
　
一
害

丁
＋
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
項

　
　
　
両
下
肢
も
し

　
　
　
　
　
　
　
　
症
か
ら

　
　
　
く
は
体
幹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
項
、

　
　
　
障
害

戦
傷
病

　
　
　
　
　
　
　
　
症
ま
で

者
手
帳

心
臓
、
じ
ん

臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障

害

特
別
項
『

症
か
ら
．

第
三
項

症
ま
で

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
こ
と
し
三
月
一
日

以
降
に
公
、
告
示
さ
れ
る
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。

対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
②
障
害
の
程
度
が
別
表
に
掲

げ
る
障
害
と
同
程
度
で
知
事
か
ら
書

面
で
証
明
さ
れ
て
い
る
方
が
利
用
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申

請
書
（
選
管
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必

ず
本
人
が
氏
名
を
書
い
て
、
身
体
障

害
老
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添

え
て
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投

寒
灘o　“・検へし’φA、い

　←、N噌
　　r，“

へ
o

墾曝
市
長
の
発
行
す
る
居
住
証
明
書
を
持

参
し
投
票
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

票
証
明
書
の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

　
投
票
日
四
日
前
ま
で
に

　
ま
た
、
選
挙
の
投
票
日
前
四
日
ま

で
に
、
こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請

求
す
れ
ば
、
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お

送
り
し
ま
す
。

　
さ
て
、
投
票
の
方
法
は

　
投
票
用
紙
に
は
、
候
補
者
の
名
前

を
必
ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票

用
封
筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の

表
面
に
、
場
所
、
年
月
日
、
氏
名
を

記
入
す
る
。
こ
の
封
筒
を
、
他
の
適

当
な
封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票

用
紙
在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の

で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
等
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。
各
選
挙
と
も
、
告
示

の
日
か
ら
、
投
票
日
の
前
日
ま
で

の
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午

後
五
蒔
ま
で
（
印
鑑
を
持
参
）
。
市

役
所
三
階
の
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
で
受
け
つ
け
て
い
ま
す
。
な

お
、
県
議
会
議
員
選
挙
の
場
合
は

県
内
の
転
出
し
た
，
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
人
は
、
そ
の
市
町
村
の

「
引
き
続
き
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
を
添
え
て
、
不
在
者
投
票

用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
稼
ぎ
等
に
行
か
れ
た
人
の
不

在
者
投
票
は
早
目
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
「
不
在
者
投
票
の
請

求
は
、
告
示
前
で
も
で
き
ま
す
）

　
　
立
会
演
説
会

　
県
議
、
市
長
選
挙
と
も
立
会
演

説
会
を
行
な
う
予
定
で
す
。

　
日
時
等
は
ま
だ
き
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
。
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
「
よ
く
聞
き
、
よ
く
考
え
て
」
清

き
一
票
を
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

講
訴
鴫
鵜
の
投
票
日
は
4
月
2
7
日

　
四
月
十
五
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
が
投
票
で
き
ま

す
。
　
（
登
録
資
格
は
、
昭
和
五
十
年

一
月
十
五
日
ま
で
に
十
日
町
市
の
住

民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
、
引
き
続

き
、
十
日
町
市
内
に
居
住
し
て
い
る

人
で
、
四
月
二
十
七
日
ま
で
に
満
二

十
歳
に
な
っ
た
人
）

投
票
用
紙
は

　
市
長
…
白
地
に
黒
刷
り

◎　
市
議
…
赤
地
に
黒
刷
り

　
投
票
時
間
等

　
各
投
票
所
と
も
、
午
前
七
時
か
ら

い
っ
せ
い
に
投
票
が
は
じ
ま
り
ま
す

が
、
閉
じ
る
時
刻
は
、
投
票
所
ご
と

に
違
い
ま
す
の
で
、
入
場
券
を
よ
く

見
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
投
票
は
市
長
・
市
議
の
順
で
す

　
投
票
用
紙
は
、
市
長
が
「
白
字
に

黒
刷
り
」
で
、
候
補
者
の
氏
名
が
印

刷
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投
票
し
よ

う
と
思
う
人
の
欄
に
備
え
つ
け
の
ゴ

ム
印
で
○
の
記
号
を
つ
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
人
に
投
票
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
　
（
記
号
式
投
票
）

　
市
議
会
議
員
の
投
票
用
紙
は
、

「
赤
地
に
黒
刷
り
」
で
、
投
票
し
よ

う
と
思
う
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て

（
一
人
）
投
票
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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記
念
に
雪
ま
つ
り
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
贈
る

国
境
越
え
て
友
情
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：都　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝶　　　　　　　　　　　　　　、㈱
　　　　　　　　　　　　謬
　　　　　　　宙　　　韓
事
墨 春日市長が正式調印

　
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月

織
物
組
合
を
は
じ
め
、
市
内
各
種
団

体
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
の
請
願
が
な
さ
れ
て

以
来
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
七
日

に
十
日
町
市
議
会
で
、
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
コ
モ
市

議
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
提
携

が
成
立
。
こ
の
た
び
調
印
式
の
は
こ

び
と
な
り
、
親
善
使
節
団
が
コ
モ
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
親
善
使
節
団
の
一
行
は
、
去
る
二

月
二
十
四
口
出
発
、
二
十
七
日
コ
モ

市
役
所
で
、
同
市
と
十
口
町
市
と
の

盟
約
書
の
調
印
式
が
行
な
わ
れ
、
三

驚
　r諮
麟

覇

2
月
2
7
日
、
調
印
式
コ
モ
市
役
所
で

，
監

月
四
日
帰
国
し
ま
し
た
。

　
去
る
二
月
二
十
七
日
の
調
印
式
で

は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
パ
リ
ー
ノ
市

畏
と
春
日
市
長
が
盟
約
書
に
正
式
に

調
印
。
こ
こ
に
め
で
た
く
両
市
の
縁

組
み
が
成
立
し
ま
し
た
。
盟
約
書
の

全
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
今

後
、
両
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
市
を
あ

げ
て
産
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
の

交
流
を
は
か
り
、
市
民
の
友
好
関
係

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
春
目
市
長
は
、
姉
妹
都
甫
盟
約
を

記
念
し
て
、
た
て
六
十
二
・
五
膨
よ

こ
七
十
二
・
五
膨
の
雪
ま
つ
り
カ
ラ

ー
写
真
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
友

好
、
交
歓
の
し
る
し
と
し
て
、
十
日

町
の
き
も
の
「
絵
羽
織
」
や
雪
ま
っ

り
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
デ
ス
カ
バ
ー

「
と
お
か
ま
ち
」
イ
タ
リ
ア
語
版
な

ど
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
度
の
姉
妹
都
市
の
き
っ
か
け
は

春
目
市
長
が
以
前
コ
モ
市
を
訪
問
し

た
と
き
、
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の
風

景
と
産
業
が
非
常
に
似
て
い
る
こ
と

に
強
い
印
象
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
話

し
が
持
ち
あ
が
り
、
市
内
各
種
団
体

か
ら
姉
妹
都
市
提
携
の
請
願
、
市
議

会
の
賛
成
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
話
し

あ
い
は
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
親
善
と
人
類
福
祉
に
貢
献

姉
妹
都
市
の
究
極
の
目
標
は
、
関

　　　　姉妹都市盟約書
　イタリア国コモ市と日本国十日町市は、ここに姉妹都市

として提携することを盟約する。
　両市は相互に文化、産業、経済の交流を図るとともに友

情と理解を深めることを念願し、ひいては、これが世界平

和と人類の福祉に貢献することを確認し、この姉妹都市提

携を行なう。

　　　　　　　　日本国十日町市長春　日　由　三⑳
　1975年2月27日　　イタリア国コモ市長アントニオ・スバリーノ・鋤

係
市
民
同
志
の
国
際
理
解
に
よ
っ
て

世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
過
程
で
経
済
、
文
化
、
教

育
、
行
政
等
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て
お
り
、
現
在
で
は
百
三
十
三
市
二

十
七
町
三
村
が
三
十
一
力
国
の
各
都

市
と
姉
妹
都
市
提
携
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
市
は
両
市
間
の
経
済
発
展
の

た
め
、
コ
モ
市
と
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ

コ毛湖！＼ノ
　　ヒ　メ　　　　　　ひ

チ鯛焦
皇・多鷲萎
＝三三i一マ○リ、1ミミ
≡粟釜一一激ア
≡三一三茎三ξ

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
コ
モ
湖

性
あ
る
絹
織
物
の
交
換
、
交
流
。
観

光
面
で
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ッ
特
に
ス

キ
ー
競
技
の
交
流
、
産
業
に
関
連
あ

る
形
の
留
学
生
の
相
互
交
換
な
ど
、

姉
妹
都
市
盟
約
を
契
機
に
こ
の
種
を

育
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
大
き
な
花
を
咲

か
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
〈
コ
モ
市
の
位
置
V

　
コ
モ
市
は
、
イ
タ
リ
ア
の
最
北

端
、
ス
イ
ス
国
境
に
ほ
ぽ
接
し
て
い

ま
す
。
北
部
イ
タ
リ
ア
の
中
心
で
あ

る
ミ
ラ
ノ
市
か
ら
車
で
約
一
時
間
。

　
人
口
は
、
約
八
万
人
。
手
工
芸
的

な
美
し
い
絹
織
物
〈
コ
モ
織
り
〉
は

ネ
ク
タ
イ
、
ス
カ
ー
フ
、
ジ
ュ
…
タ

ソ
布
地
と
し
て
世
界
で
広
く
愛
好
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
年
間
売
上
高
は
約

千
億
リ
ラ
。
日
本
円
に
し
て
約
五
百

億
円
で
、
当
市
の
織
物
年
間
販
売
高

と
ほ
ぼ
同
じ
位
で
す
。

　　　コモ市は絹織物の名産地
　］モ市は世界的な絹織物の生産地であると共に、ヨーロッ

パで有数の美しい景観に恵まれ、ロマンあふれた別荘地、観

光地でもある。数多くの神話を秘めているコモ湖の魅力、緑

と花々にいろどられた豊かな自然、そして純朴な人たち一。

こんなイタリア国コモ市と当市が手を結び、友情を深めてい

くことになります。

錬
都
藪
携
繰
盤

五
月
十
三
日

　
十
日
町
市
議
会
…
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
提
携
の
請
願
を
採
択
。

六
月
十
三
日

　
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
に
協
力
要
請

（
メ
ウ
ッ
チ
館
長
）

六
月
十
九
日

　
コ
モ
市
長
あ
て
正
式
に
姉
妹
都
市

提
携
の
申
し
入
れ
。

八
月
二
十
二
日

　
春
日
市
長
…
N
H
K
外
信
部
口
ー

マ
支
局
を
通
じ
コ
モ
市
情
況
視
察
。

九
月
五
日

　
N
H
K
堀
理
事
か
ら
連
絡
。
・
－
コ
モ

市
は
評
議
員
会
を
開
き
、
賛
成
の
意

向
で
あ
る
℃

十
一
月
二
十
二
日

　
コ
モ
市
議
会
は
、
万
場
一
致
で
姉

妹
都
市
と
な
る
こ
と
を
可
決
。

五
十
年
二
月
二
十
七
日

　
姉
妹
都
市
盟
約
書
に
調
印
、
姉
妹

都
市
提
携
。
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一
フ
ウ
一
フ
●

ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
九
才
）
か
ら

手
紙
”
本
や
絵
ハ
ガ
キ
を
お
く
っ
て
〃

去
る
二
月
十
七
日
、
姉
妹
都
市
コ

モ
市
の
九
才
に
な
る
ラ
ゥ
ラ
・
ク
レ

リ
チ
さ
ん
か
ら
、
春
日
市
長
に
つ
ぎ

の
よ
う
な
手
紙
が
よ
せ
ら
れ
ま
し

　
　
　
　
”
た
。
そ
こ
で
、
親
善

　
　
　
　
灘
灘
轡

　
　
　
　
　
　
灘
鵜
、

1
9
1
0
0
1
1
1
ー
書
I
o
畳
I
o
o
l
一
，
I
I
－
9
1
1
畳
I
I
I
1
8
1
巴
l
I
o
5
1
1
曇
l
I
ー
酢
9
1
1
0
1
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
敬
愛
申
し
上
げ
る
春
日
由
三
十
日
町
市
長
様
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
私
は
、
コ
モ
市
の
九
歳
の
少
女
で
す
。
私
は
「
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
」
と
い
う
一

　
市
の
新
聞
で
、
二
月
二
十
七
日
に
十
日
町
と
コ
モ
の
姉
妹
都
市
提
携
の
調
一

　
印
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
私
は
、
で
き
れ
ば
あ
な
た
の
市
を
訪
問
し
、
今
ま
で
本
で
読
ん
だ
日
本
一

ロ

一
に
つ
い
て
の
色
々
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
実
際
に
こ
の
目
で
み
た
リ
、
私
一

じ

”
と
同
じ
年
齢
の
少
女
達
に
会
っ
て
、
日
本
の
こ
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
習
慣
一

”
に
つ
い
て
習
い
た
い
と
い
う
強
い
望
み
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
残
一

一
念
な
が
ら
、
こ
の
望
み
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
れ
で
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
あ
な
た
の
市
の
絵
ハ
ガ
キ
か
本
を
送
っ
て
下
さ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
特
に
日
本
の
こ
ど
も
達
の
遊
び
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
本
を
お
送
り
下
さ
一

”
る
よ
う
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
な
が
ら
、
絵
パ
一

一
ガ
キ
を
見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
市
に
行
く
こ
と
と
”

ロ

一
同
じ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ロ

一
　
又
、
ベ
ン
パ
ル
と
し
て
、
私
と
お
な
い
年
の
何
人
か
の
こ
ど
も
た
ち
の
”

ロ

・
住
所
を
お
教
え
下
さ
い
。
心
か
ら
の
感
謝
と
接
吻
を
も
っ
て
バ
イ
バ
イ
。
　
”

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
二
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
　
　
一

じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
二
二
、
一
〇
〇
ブ
ラ
ン
ビ
ラ
十
二
　
。
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0
9
1
1
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使
節
団
の
一
行
は
、

調
印
式
の
あ
と
、
ラ

ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ

ん
に
十
日
町
市
の
絵

ハ
ガ
キ
や
民
芸
口
叩
、

十
日
町
小
学
校
の
児

童
の
書
い
た
習
字
、

図
画
等
を
直
接
手
渡

し
て
ま
い
り
ま
し
た

　
ラ
ウ
ラ
●
ク
レ
リ

チ
さ
ん
は
、
十
日
町

市
内
の
お
な
い
年
（

九
才
）
の
こ
ど
も
達

と
の
文
通
を
望
ん
で

い
ま
す
。
文
通
希
望

者
は
、
い
ま
せ
ん
か

昭
和
五

十
年
度

曝
般
会
計
予
算
案
な
ど
審
議

“
第
一
回
市
議
会
定
例
会
“

　
第
一
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

三
月
十
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
呼
び
名
を
予

算
議
会
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
五
十
年

度
一
般
会
計
予
算
案
及
び
特
別
会
計

予
算
案
の
審
議
が
中
心
を
な
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
審
議
さ
れ
る
主

な
も
の
は
、
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
、
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
、
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
、
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
、
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条

例
の
一
部
改
正
、
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
案

は
、
身
分
職
業
に
関
す
る
証
明
、
印

鑑
証
明
、
住
民
票
、
土
地
、
建
物
証

明
等
の
手
数
料
は
、
一
件
五
十
円
を

用
紙
一
枚
に
つ
き
七
十
円
と
す
る
も

の
で
す
。
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

絵羽織を手にして～コモ市長夫人は
十日町のきものの葵しさを賞賛

正
は
入
居
者
の
収
入
基
準
を
三
万
円

を
こ
え
五
万
八
千
円
以
下
（
第
一

種
）
を
三
万
六
千
円
を
こ
え
六
万
五

千
円
に
改
め
、
第
二
種
は
、
三
万
円

以
下
を
三
万
六
千
円
以
下
に
改
め
る

も
の
で
す
。
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
は
、
国
保
の
被
保
険
者

が
出
産
し
た
と
き
支
給
す
る
助
産
費

を
二
万
円
か
ら
四
万
円
に
引
き
上
げ

（
七
月
一
日
実
施
）
、
被
保
険
者
が

死
亡
し
、
葬
祭
を
行
な
っ
た
と
き
の

葬
祭
費
一
万
円
を
一
万
五
千
円
に
引

き
あ
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
国

民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
改
正
で

は
、
市
国
民
健
康
保

険
の
直
営
診
療
所
を

市
の
経
営
と
し
、
へ

き
地
住
民
の
医
療
の

充
実
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

…
昭
和
五
＋
年
百
三
＋
百
軌
断

…
現
在
の
十
日
町
市
・
川
西
町
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
％

…
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
度
別

…
を
公
表
し
享
．
　
　
蜂
岬

…
古
町
市
川
寄
璽
嚢
響
秘
似

…
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三
　
昭

三
億
五
五
万六
円六

三
一
億
六
万○
円三

八二
八億
万五
円二

予算額 収入済 支出済額

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　
　
明
日
を
夢
み
て
｝

今
日
に
限
り
な
い

　
　
　
　
　
感
謝
を
さ
さ
げ
…

今
日
を
人
々
の
た
め
に

　
　
　
　
　
動
す
る
こ
と
を
…

念
じ
て
や
ま
な
い

　
　
　
市
民
が
ど
ん
ど
ん

　
　
　
実
行

ど甥罰（市民蜜章
　
市
民
憲
章
「
市
民
の
願

い
」
は
、
昨
年
十
月
十
二
日

の
市
制
施
行
2
0
周
年
記
念

式
典
で
発
表
さ
れ
、
市
で

は
、
そ
の
後
、
市
民
憲
章
を

全
世
帯
に
配
布
。
ま
た
公

共
施
設
に
掲
示
し
た
り
、

市
職
員
の
唱
和
、
市
内
小

中
学
校
の
教
室
に
掲
示
す

る
な
ど
、
そ
の
普
及
と
実

行
の
た
め
の
努
力
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

五
名
の
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
市
民
憲
章
「
十
日
町

市
民
の
願
い
」
を
生
活
の

中
に
浸
透
さ
せ
、
ど
ん
ど

ん
実
行
し
て
い
く
た
め
の

方
策
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
み
ま
し
た
o

　
市
餓
会
で
も
開
会
時
に

　
唱
和
レ
た
ら
。

　
8
憲
章
を
メ
モ
帳
に
と

じ
込
ん
で
お
き
、
サ
ー
ク

ル
、
会
合
、
学
級
の
開
会

今日よりすばらしい明日を夢ぶで…・

学校では、次代を担う子どもたちが

すくすくと一。

組合債の状況

ごみ焼却場 1億8，900万円

し尿処理場 2，655万円

火葬矯 137万円

清掃車 224万円

計 2億1，916万円

一時借入3，500万円

時
に
唱
和
す
る
な
ど
、
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
憲
章
を
意
識
し
て
行
動

し
ょ
う
。
…
…
主
婦
（
4
0
歳
）

　
o
憲
章
は
、
社
会
生
活
の
基
本
で

あ
り
、
全
市
民
が
知
っ
て
欲
し
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
公
の
場
に
掲
示
し

た
り
、
有
線
放
送
で
毎
週
放
送
す
る

な
ど
啓
発
が
第
一
。

　
自
分
自
身
、
憲
章
の
中
味
を
実
践

し
、
第
三
の
人
生
を
明
る
く
笑
顔
で

過
ご
し
た
い
。
…
…
商
業
（
60
歳
）

　
■
市
議
会
で
も
、
開
会
時
に
斉
唱

す
る
な
ど
い
か
が
。
と
に
か
く
、
行

動
を
結
ぴ
つ
け
る
こ
と
。
－
・
…
－
会
社

員
（
3
7
畿
）

　
8
市
民
憲
章
「
十
日
町
市
民
の
願

い
」
は
、
人
問
生
活
の
根
本
で
あ
り
、

学
校
教
育
で
大
い
に
と
り
組
み
、
精

神
教
育
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
…

…
農
業
（
5
0
歳
）

　
●
小
中
学
校
の
朝
礼
や
市
の
行
事

に
唱
和
し
た
ら
覚
え
る
の
で
は
ー
。

　
さ
ら
に
「
市
民
の
願
ど
の
努
力
を

つ
み
重
ね
、
生
活
の
繁
栄
等
に
結
び

つ
け
た
い
。
…
…
団
体
職
員
（
鈴
歳
）

閣
衿
ル
以
上
の
森
林
開
発

は
知
事
の
許
可
が
必
要

　
こ
の
ほ
ど
、
森
林
法
の
改
正
に
よ

り
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
森
林
を
開

発
す
る
場
合
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。
　
（
小
千
谷
林
桑
事
務
所
）

遠
田
さ
ん
が
文
部
大
臣
賞

　
遠
田
誠
也
さ
ん
（
山
本
）
は
、
二
月

八
日
、
写
真
の
部
で
文
部
大
臣
賞
を

受
賞
。
遠
田
氏
は
ア
マ
写
真
家
の
あ

つ
ま
り
で
あ
る
十
日
町
フ
ォ
ー
ト
雪

だ
る
ま
の
会
員
で
、
昨
年
県
展
賞
受

賞
作
品
「
風
」
で
見
事
、
全
国
最
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
た
も
の
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

　
3
月
得
日
ま
で
に

　
確
定
申
告
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方

は
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
不
明

の
点
は
十
日
町
税
務
署
へ
。
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記
念
に
雪
ま
つ
り
カ
ラ
ー
写
真
な
ど
贈
る

国
境
越
え
て
友
情
の
花
を
咲
か
せ
よ
う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蕩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：都　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝶　　　　　　　　　　　　　　、㈱
　　　　　　　　　　　　謬
　　　　　　　宙　　　韓
事
墨 春日市長が正式調印

　
本
市
で
は
、
昭
和
四
十
九
年
二
月

織
物
組
合
を
は
じ
め
、
市
内
各
種
団

体
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
の
請
願
が
な
さ
れ
て

以
来
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
七
日

に
十
日
町
市
議
会
で
、
昭
和
四
十
九

年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
コ
モ
市

議
会
に
お
い
て
、
全
会
一
致
で
提
携

が
成
立
。
こ
の
た
び
調
印
式
の
は
こ

び
と
な
り
、
親
善
使
節
団
が
コ
モ
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
親
善
使
節
団
の
一
行
は
、
去
る
二

月
二
十
四
口
出
発
、
二
十
七
日
コ
モ

市
役
所
で
、
同
市
と
十
口
町
市
と
の

盟
約
書
の
調
印
式
が
行
な
わ
れ
、
三

驚
　r諮
麟

覇

2
月
2
7
日
、
調
印
式
コ
モ
市
役
所
で

，
監

月
四
日
帰
国
し
ま
し
た
。

　
去
る
二
月
二
十
七
日
の
調
印
式
で

は
、
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ス
パ
リ
ー
ノ
市

畏
と
春
日
市
長
が
盟
約
書
に
正
式
に

調
印
。
こ
こ
に
め
で
た
く
両
市
の
縁

組
み
が
成
立
し
ま
し
た
。
盟
約
書
の

全
文
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
が
、
今

後
、
両
市
は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
市
を
あ

げ
て
産
業
、
教
育
、
文
化
、
経
済
の

交
流
を
は
か
り
、
市
民
の
友
好
関
係

を
深
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
春
目
市
長
は
、
姉
妹
都
甫
盟
約
を

記
念
し
て
、
た
て
六
十
二
・
五
膨
よ

こ
七
十
二
・
五
膨
の
雪
ま
つ
り
カ
ラ

ー
写
真
を
贈
り
ま
し
た
。
ま
た
、
友

好
、
交
歓
の
し
る
し
と
し
て
、
十
日

町
の
き
も
の
「
絵
羽
織
」
や
雪
ま
っ

り
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
デ
ス
カ
バ
ー

「
と
お
か
ま
ち
」
イ
タ
リ
ア
語
版
な

ど
手
渡
し
ま
し
た
。

　
今
度
の
姉
妹
都
市
の
き
っ
か
け
は

春
目
市
長
が
以
前
コ
モ
市
を
訪
問
し

た
と
き
、
十
日
町
市
と
コ
モ
市
の
風

景
と
産
業
が
非
常
に
似
て
い
る
こ
と

に
強
い
印
象
を
持
っ
た
こ
と
か
ら
話

し
が
持
ち
あ
が
り
、
市
内
各
種
団
体

か
ら
姉
妹
都
市
提
携
の
請
願
、
市
議

会
の
賛
成
が
得
ら
れ
る
な
ど
、
話
し

あ
い
は
順
調
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
際
親
善
と
人
類
福
祉
に
貢
献

姉
妹
都
市
の
究
極
の
目
標
は
、
関

　　　　姉妹都市盟約書
　イタリア国コモ市と日本国十日町市は、ここに姉妹都市

として提携することを盟約する。
　両市は相互に文化、産業、経済の交流を図るとともに友

情と理解を深めることを念願し、ひいては、これが世界平

和と人類の福祉に貢献することを確認し、この姉妹都市提

携を行なう。

　　　　　　　　日本国十日町市長春　日　由　三⑳
　1975年2月27日　　イタリア国コモ市長アントニオ・スバリーノ・鋤

係
市
民
同
志
の
国
際
理
解
に
よ
っ
て

世
界
の
平
和
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ

り
、
そ
の
過
程
で
経
済
、
文
化
、
教

育
、
行
政
等
に
大
き
な
役
割
を
果
し

て
お
り
、
現
在
で
は
百
三
十
三
市
二

十
七
町
三
村
が
三
十
一
力
国
の
各
都

市
と
姉
妹
都
市
提
携
し
て
い
ま
す
。

特
に
本
市
は
両
市
間
の
経
済
発
展
の

た
め
、
コ
モ
市
と
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ソ

コ毛湖！＼ノ
　　ヒ　メ　　　　　　ひ

チ鯛焦
皇・多鷲萎
＝三三i一マ○リ、1ミミ
≡粟釜一一激ア
≡三一三茎三ξ

ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
コ
モ
湖

性
あ
る
絹
織
物
の
交
換
、
交
流
。
観

光
面
で
の
交
流
、
ス
ポ
ー
ッ
特
に
ス

キ
ー
競
技
の
交
流
、
産
業
に
関
連
あ

る
形
の
留
学
生
の
相
互
交
換
な
ど
、

姉
妹
都
市
盟
約
を
契
機
に
こ
の
種
を

育
て
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
大
き
な
花
を
咲

か
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

　
〈
コ
モ
市
の
位
置
V

　
コ
モ
市
は
、
イ
タ
リ
ア
の
最
北

端
、
ス
イ
ス
国
境
に
ほ
ぽ
接
し
て
い

ま
す
。
北
部
イ
タ
リ
ア
の
中
心
で
あ

る
ミ
ラ
ノ
市
か
ら
車
で
約
一
時
間
。

　
人
口
は
、
約
八
万
人
。
手
工
芸
的

な
美
し
い
絹
織
物
〈
コ
モ
織
り
〉
は

ネ
ク
タ
イ
、
ス
カ
ー
フ
、
ジ
ュ
…
タ

ソ
布
地
と
し
て
世
界
で
広
く
愛
好
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
年
間
売
上
高
は
約

千
億
リ
ラ
。
日
本
円
に
し
て
約
五
百

億
円
で
、
当
市
の
織
物
年
間
販
売
高

と
ほ
ぼ
同
じ
位
で
す
。

　　　コモ市は絹織物の名産地
　］モ市は世界的な絹織物の生産地であると共に、ヨーロッ

パで有数の美しい景観に恵まれ、ロマンあふれた別荘地、観

光地でもある。数多くの神話を秘めているコモ湖の魅力、緑

と花々にいろどられた豊かな自然、そして純朴な人たち一。

こんなイタリア国コモ市と当市が手を結び、友情を深めてい

くことになります。

錬
都
藪
携
繰
盤

五
月
十
三
日

　
十
日
町
市
議
会
…
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
提
携
の
請
願
を
採
択
。

六
月
十
三
日

　
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
に
協
力
要
請

（
メ
ウ
ッ
チ
館
長
）

六
月
十
九
日

　
コ
モ
市
長
あ
て
正
式
に
姉
妹
都
市

提
携
の
申
し
入
れ
。

八
月
二
十
二
日

　
春
日
市
長
…
N
H
K
外
信
部
口
ー

マ
支
局
を
通
じ
コ
モ
市
情
況
視
察
。

九
月
五
日

　
N
H
K
堀
理
事
か
ら
連
絡
。
・
－
コ
モ

市
は
評
議
員
会
を
開
き
、
賛
成
の
意

向
で
あ
る
℃

十
一
月
二
十
二
日

　
コ
モ
市
議
会
は
、
万
場
一
致
で
姉

妹
都
市
と
な
る
こ
と
を
可
決
。

五
十
年
二
月
二
十
七
日

　
姉
妹
都
市
盟
約
書
に
調
印
、
姉
妹

都
市
提
携
。
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一
フ
ウ
一
フ
●

ク
レ
リ
チ
さ
ん
（
九
才
）
か
ら

手
紙
”
本
や
絵
ハ
ガ
キ
を
お
く
っ
て
〃

去
る
二
月
十
七
日
、
姉
妹
都
市
コ

モ
市
の
九
才
に
な
る
ラ
ゥ
ラ
・
ク
レ

リ
チ
さ
ん
か
ら
、
春
日
市
長
に
つ
ぎ

の
よ
う
な
手
紙
が
よ
せ
ら
れ
ま
し

　
　
　
　
”
た
。
そ
こ
で
、
親
善

　
　
　
　
灘
灘
轡

　
　
　
　
　
　
灘
鵜
、

1
9
1
0
0
1
1
1
ー
書
I
o
畳
I
o
o
l
一
，
I
I
－
9
1
1
畳
I
I
I
1
8
1
巴
l
I
o
5
1
1
曇
l
I
ー
酢
9
1
1
0
1
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
敬
愛
申
し
上
げ
る
春
日
由
三
十
日
町
市
長
様
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
私
は
、
コ
モ
市
の
九
歳
の
少
女
で
す
。
私
は
「
プ
ロ
ビ
ン
シ
ア
」
と
い
う
一

　
市
の
新
聞
で
、
二
月
二
十
七
日
に
十
日
町
と
コ
モ
の
姉
妹
都
市
提
携
の
調
一

　
印
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
い
う
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
私
は
、
で
き
れ
ば
あ
な
た
の
市
を
訪
問
し
、
今
ま
で
本
で
読
ん
だ
日
本
一

ロ

一
に
つ
い
て
の
色
々
な
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
実
際
に
こ
の
目
で
み
た
リ
、
私
一

じ

”
と
同
じ
年
齢
の
少
女
達
に
会
っ
て
、
日
本
の
こ
ど
も
た
ち
の
遊
び
や
習
慣
一

”
に
つ
い
て
習
い
た
い
と
い
う
強
い
望
み
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。
け
れ
ど
残
一

一
念
な
が
ら
、
こ
の
望
み
を
実
行
に
移
す
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
れ
で
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
あ
な
た
の
市
の
絵
ハ
ガ
キ
か
本
を
送
っ
て
下
さ
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

一
特
に
日
本
の
こ
ど
も
達
の
遊
び
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
本
を
お
送
り
下
さ
一

”
る
よ
う
心
か
ら
望
ん
で
い
ま
す
。
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
な
が
ら
、
絵
パ
一

一
ガ
キ
を
見
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
す
れ
ば
、
あ
な
た
の
市
に
行
く
こ
と
と
”

ロ

一
同
じ
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ロ

一
　
又
、
ベ
ン
パ
ル
と
し
て
、
私
と
お
な
い
年
の
何
人
か
の
こ
ど
も
た
ち
の
”

ロ

・
住
所
を
お
教
え
下
さ
い
。
心
か
ら
の
感
謝
と
接
吻
を
も
っ
て
バ
イ
バ
イ
。
　
”

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
二
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
　
　
一

じ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

一
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
リ
ア
国
コ
モ
市
二
二
、
一
〇
〇
ブ
ラ
ン
ビ
ラ
十
二
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

一
〇
〇
1
9
0
9
1
1
1
，
畳
9
1
曇
l
l
I
I
o
g
1
3
豊
I
I
1
9
1
1
0
6
0
魯
I
I
o
g
1
9
1
1
曝
I
I
l
l
l
I
I
o

一一一一〇一，一顧一

使
節
団
の
一
行
は
、

調
印
式
の
あ
と
、
ラ

ウ
ラ
・
ク
レ
リ
チ
さ

ん
に
十
日
町
市
の
絵

ハ
ガ
キ
や
民
芸
口
叩
、

十
日
町
小
学
校
の
児

童
の
書
い
た
習
字
、

図
画
等
を
直
接
手
渡

し
て
ま
い
り
ま
し
た

　
ラ
ウ
ラ
●
ク
レ
リ

チ
さ
ん
は
、
十
日
町

市
内
の
お
な
い
年
（

九
才
）
の
こ
ど
も
達

と
の
文
通
を
望
ん
で

い
ま
す
。
文
通
希
望

者
は
、
い
ま
せ
ん
か

昭
和
五

十
年
度

曝
般
会
計
予
算
案
な
ど
審
議

“
第
一
回
市
議
会
定
例
会
“

　
第
一
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

三
月
十
日
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
呼
び
名
を
予

算
議
会
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
五
十
年

度
一
般
会
計
予
算
案
及
び
特
別
会
計

予
算
案
の
審
議
が
中
心
を
な
し
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
審
議
さ
れ
る
主

な
も
の
は
、
市
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
、
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

改
正
、
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正
、
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

改
正
、
市
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条

例
の
一
部
改
正
、
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
及
び
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
け

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
市
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
案

は
、
身
分
職
業
に
関
す
る
証
明
、
印

鑑
証
明
、
住
民
票
、
土
地
、
建
物
証

明
等
の
手
数
料
は
、
一
件
五
十
円
を

用
紙
一
枚
に
つ
き
七
十
円
と
す
る
も

の
で
す
。
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

絵羽織を手にして～コモ市長夫人は
十日町のきものの葵しさを賞賛

正
は
入
居
者
の
収
入
基
準
を
三
万
円

を
こ
え
五
万
八
千
円
以
下
（
第
一

種
）
を
三
万
六
千
円
を
こ
え
六
万
五

千
円
に
改
め
、
第
二
種
は
、
三
万
円

以
下
を
三
万
六
千
円
以
下
に
改
め
る

も
の
で
す
。
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
改
正
は
、
国
保
の
被
保
険
者

が
出
産
し
た
と
き
支
給
す
る
助
産
費

を
二
万
円
か
ら
四
万
円
に
引
き
上
げ

（
七
月
一
日
実
施
）
、
被
保
険
者
が

死
亡
し
、
葬
祭
を
行
な
っ
た
と
き
の

葬
祭
費
一
万
円
を
一
万
五
千
円
に
引

き
あ
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
市
国

民
健
康
保
険
診
療
所

条
例
の
一
部
改
正
で

は
、
市
国
民
健
康
保

険
の
直
営
診
療
所
を

市
の
経
営
と
し
、
へ

き
地
住
民
の
医
療
の

充
実
強
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
況
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

…
昭
和
五
＋
年
百
三
＋
百
軌
断

…
現
在
の
十
日
町
市
・
川
西
町
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
％

…
衛
生
施
設
組
合
の
財
政
事
情
度
別

…
を
公
表
し
享
．
　
　
蜂
岬

…
古
町
市
川
寄
璽
嚢
響
秘
似

…
　
管
理
者
十
日
町
市
長
春
日
由
三
　
昭

三
億
五
五
万六
円六

三
一
億
六
万○
円三

八二
八億
万五
円二

予算額 収入済 支出済額

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

　
　
　
　
　
明
日
を
夢
み
て
｝

今
日
に
限
り
な
い

　
　
　
　
　
感
謝
を
さ
さ
げ
…

今
日
を
人
々
の
た
め
に

　
　
　
　
　
動
す
る
こ
と
を
…

念
じ
て
や
ま
な
い

　
　
　
市
民
が
ど
ん
ど
ん

　
　
　
実
行

ど甥罰（市民蜜章
　
市
民
憲
章
「
市
民
の
願

い
」
は
、
昨
年
十
月
十
二
日

の
市
制
施
行
2
0
周
年
記
念

式
典
で
発
表
さ
れ
、
市
で

は
、
そ
の
後
、
市
民
憲
章
を

全
世
帯
に
配
布
。
ま
た
公

共
施
設
に
掲
示
し
た
り
、

市
職
員
の
唱
和
、
市
内
小

中
学
校
の
教
室
に
掲
示
す

る
な
ど
、
そ
の
普
及
と
実

行
の
た
め
の
努
力
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、

五
名
の
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
、
市
民
憲
章
「
十
日
町

市
民
の
願
い
」
を
生
活
の

中
に
浸
透
さ
せ
、
ど
ん
ど

ん
実
行
し
て
い
く
た
め
の

方
策
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

て
み
ま
し
た
o

　
市
餓
会
で
も
開
会
時
に

　
唱
和
レ
た
ら
。

　
8
憲
章
を
メ
モ
帳
に
と

じ
込
ん
で
お
き
、
サ
ー
ク

ル
、
会
合
、
学
級
の
開
会

今日よりすばらしい明日を夢ぶで…・

学校では、次代を担う子どもたちが

すくすくと一。

組合債の状況

ごみ焼却場 1億8，900万円

し尿処理場 2，655万円

火葬矯 137万円

清掃車 224万円

計 2億1，916万円

一時借入3，500万円

時
に
唱
和
す
る
な
ど
、
市
民
ひ
と
り

ひ
と
り
が
、
憲
章
を
意
識
し
て
行
動

し
ょ
う
。
…
…
主
婦
（
4
0
歳
）

　
o
憲
章
は
、
社
会
生
活
の
基
本
で

あ
り
、
全
市
民
が
知
っ
て
欲
し
い
も

の
で
あ
る
か
ら
、
公
の
場
に
掲
示
し

た
り
、
有
線
放
送
で
毎
週
放
送
す
る

な
ど
啓
発
が
第
一
。

　
自
分
自
身
、
憲
章
の
中
味
を
実
践

し
、
第
三
の
人
生
を
明
る
く
笑
顔
で

過
ご
し
た
い
。
…
…
商
業
（
60
歳
）

　
■
市
議
会
で
も
、
開
会
時
に
斉
唱

す
る
な
ど
い
か
が
。
と
に
か
く
、
行

動
を
結
ぴ
つ
け
る
こ
と
。
－
・
…
－
会
社

員
（
3
7
畿
）

　
8
市
民
憲
章
「
十
日
町
市
民
の
願

い
」
は
、
人
問
生
活
の
根
本
で
あ
り
、

学
校
教
育
で
大
い
に
と
り
組
み
、
精

神
教
育
に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
…

…
農
業
（
5
0
歳
）

　
●
小
中
学
校
の
朝
礼
や
市
の
行
事

に
唱
和
し
た
ら
覚
え
る
の
で
は
ー
。

　
さ
ら
に
「
市
民
の
願
ど
の
努
力
を

つ
み
重
ね
、
生
活
の
繁
栄
等
に
結
び

つ
け
た
い
。
…
…
団
体
職
員
（
鈴
歳
）

閣
衿
ル
以
上
の
森
林
開
発

は
知
事
の
許
可
が
必
要

　
こ
の
ほ
ど
、
森
林
法
の
改
正
に
よ

り
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
森
林
を
開

発
す
る
場
合
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。
　
（
小
千
谷
林
桑
事
務
所
）

遠
田
さ
ん
が
文
部
大
臣
賞

　
遠
田
誠
也
さ
ん
（
山
本
）
は
、
二
月

八
日
、
写
真
の
部
で
文
部
大
臣
賞
を

受
賞
。
遠
田
氏
は
ア
マ
写
真
家
の
あ

つ
ま
り
で
あ
る
十
日
町
フ
ォ
ー
ト
雪

だ
る
ま
の
会
員
で
、
昨
年
県
展
賞
受

賞
作
品
「
風
」
で
見
事
、
全
国
最
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
た
も
の
。

所
得
税
の
申
告
と
納
税
は

　
3
月
得
日
ま
で
に

　
確
定
申
告
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方

は
早
く
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
不
明

の
点
は
十
日
町
税
務
署
へ
。
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「
二
十
歳
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ポ
ー
ト
を
募
集

　
今
年
の
成
人
式
は
五
月
十
一
目

（
日
）
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
今
年
の

成
人
式
該
当
者
は
六
百
九
十
人
で
す

が
、
公
民
館
で
は
「
二
十
歳
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
テ
ー
マ
／
①
農
業
を
考
え
る
②
農

　
　
村
問
題
を
考
え
る
③
出
稼
間
題

　
　
を
考
え
る
④
都
会
か
ら
の
わ
た

　
　
し
の
脱
出
⑤
織
物
の
将
来
を
考

　
　
え
る
⑥
わ
た
し
の
職
業
⑦
わ
た

　
　
し
の
青
春
⑧
わ
た
し
の
結
婚
観

　
　
⑨
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と
⑩
初
め

　
　
て
選
挙
権
を
得
て
⑪
わ
た
し
の

　
　
訴
え
た
い
こ
と
⑫
詩
「
二
十

　
　
歳
」
⑬
そ
の
他

螺
講
饗

無
鱗
拶

露
酬
繊
鵡

蘇
養
藷
心

書
き
方
／
レ
ボ
ー
ト
の
初
め
に
テ

　
　
ー
マ
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
を

　
明
記
の
こ
と

枚
数
／
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
タ
テ

　
書
き
四
枚
前
後

　
〆
切
り
／
三
月
十
五
日
（
土
）

　
宛
先
／
十
日
町
市
公
民
館
「
二
十

　
　
歳
の
記
録
」
係

　
看
護
婦
（
士
）
等
修
学

　
資
金
貸
与
希
望
者
を

　
募
集

　
市
役
所
保
健
課
で
は
、
昭
和
五
十

年
度
看
護
婦
（
士
）
及
び
准
看
護
婦

（
士
）
修
学
資
金
貸
与
希
望
者
を
つ

ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
応
募
資
格
者
は
、
看
護
婦
等
の
養

成
施
設
に
在
学
す
る
者
で
、
将
来
十

日
町
市
内
に
勤
務
を
予
定
し
て
い
る

方
で
す
。

　
貸
付
額
等

　
貸
付
額
は
、
高
等
看
護
学
院
生
月

額
六
千
円
、
准
看
護
学
院
生
月
額
三

千
円
で
す
。
な
お
、
免
許
を
取
得
し

た
後
、
市
内
で
業
務
に
従
事
し
た
期

間
が
三
年
以
上
に
達
し
た
と
き
は
修

学
資
金
の
返
還
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
保
健

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
血
液
無
料
化
制
度
を

　
ご
存
知
で
す
か

　
昭
和
四
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に

輸
血
を
受
け
た
人
（
但
し
献
血
さ
れ

た
保
存
血
液
の
輸
血
を
受
け
た
人
に

限
る
）
で
、
血
液
代
金
（
自
己
負
担

金
）
を
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
方
に

は
、
日
本
赤
十
字
社
が
そ
の
自
己
負

担
分
を
支
払
っ
て
く
れ
ま
す
。

　
該
当
者
は
、
輸
血
を
受
け
た
医
療

機
関
で
証
明
書
を
受
け
て
、
新
潟
県

赤
＋
字
血
液
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
関

屋
下
川
原
一
の
三
の
一
二
）
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　
な
お
血
液
セ
ン
タ
ー
で
の
給
付
申

請
の
受
付
期
間
は
、
自
己
負
担
金
を

医
療
機
関
に
支
払
っ
た
日
か
ら
一
年

以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
第
一
期
分

納
期
は
五
月
に
変
更

　
昭
和
五
十
一
年
度
評
価
替
え
準
備

智醐皆3
　　　　　月
十至大庭　　　　　の
雪昌曾塾壁休
丁病量医了医丁医日

三院三院二院二院救

矢蕾毛蕩砦震主奮急

一響六東七町一町医
番南番）番）番）

等
の
た
め
、
昭
和
五
十
年
度
固
定
資

産
税
第
一
期
分
の
納
期
は
五
月
に
変

更
し
ま
す
。
な
お
、
二
期
（
七
月
）

三
期
へ
九
月
）
、
四
期
（
十
一
月
）

は
従
来
通
り
で
す
。

　
新
水
地
区
簡
水
事
業

　
等
に
年
金
融
資

　
昭
和
四
十
九
年
度
分
年
金
積
立
金

還
元
融
資
額
が
つ
ぎ
の
と
お
り
決
定

い
た
し
ま
し
た
。

　
本
市
関
係

　
▽
市
営
グ
ラ
ウ
ソ
ド
照
明
施
設
新

設
事
業
九
百
八
十
万
円
▽
新
水
地
区

簡
易
水
道
事
業
千
六
百
万
円
▽
下
条

地
区
簡
易
水
道
事
業
三
百
七
十
万
円

▽
馬
水
地
区
簡
易
水
道
事
業
二
百
二

十
万
円

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
分
▽

と
畜
場
整
備
事
業
六
百
万
円

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合
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村
山
さ
ん
、
人
命
救
助
で
表
彰

　
こ
の
ほ
ど
、
村
山
聡
太
郎
さ
ん

（
市
内
川
治
下
町
）
は
、
春
日
市
長

か
ら
、
人
命
救
助
の
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
去
る
一
月
二
十

懸撒

春
日
市
長
か
ら
、
人
命
救
助
の

表
彰
を
受
け
る
村
山
さ
ん

　
（
二
月
七
日
、
市
長
応
接
室
で
）

分
▽
ご
み
焼
却
炉
増
設
事
業
一
億
三

千
八
百
四
十
万
円

　
寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
宮
入
国
治
（
宮
下
東
）
一
万
円

▽
渡
辺
春
吉
（
高
田
町
二
）
テ
ー
プ

レ
コ
ー
ダ
ー
一
台
▽
岡
村
龍
太
郎

（
錦
町
二
）
一
万
五
千
円
▽
遠
田
貞

一
郎
、
（
川
治
上
町
）
香
典
返
し
五
万

円
▽
関
織
物
㈱
図
案
部
一
同
一
万
千

五
百
円
▽
青
山
早
苗
（
袋
町
西
）
謝

礼
二
千
円
▽
ナ
ッ
メ
・
愛
好
会
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ゥ
三
万
千
九
百
八
十

一
円
▽
十
日
町
相
撲
協
会
雪
ま
つ
り

チ
ャ
ソ
コ
な
べ
益
金
五
万
円

　
雪
ま
つ
り
舷
善
な
ぺ

　
▽
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
第
一

団
二
万
円
▽
雪
ま
つ
り
事
務
局
千
八

百
四
十
五
円
▽
本
町
二
丁
目
町
内
会

八
千
八
百
八
十
三
円
▽
本
町
三
丁
目

五
日
、
通
学
途
上
の
学
童
が
流
雪

溝
に
転
落
、
川
治
川
に
流
さ
れ
た

危
難
を
村
山
さ
ん
の
素
早
い
行
動

で
、
無
事
救
出
し
た
も
の
で
す
。

　
市
ほ
う
賞
規
則
第
二
条
第
一
号

（
人
命
救
助
し
た
も
の
）
該
当
表
彰

は
、
村
山
さ
ん
が
第
一
号
と
な
り

ま
す
。

　
流
雪
溝
の
フ
タ
は
開
け
放
し

　
に
し
な
い
で

　
市
及
び
警
察
署
で
は
、
流
雪
溝

の
フ
タ
は
、
消
雪
作
業
以
外
、
必

ず
し
め
る
よ
う
指
導
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
た
ま
た
ま
フ
タ
を
開
け
放

し
、
危
険
な
状
態
に
し
て
い
た
こ

と
が
事
故
の
原
因
に
な
っ
た
も
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
注
意
を

強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　
村
山
さ
ん
の
話

「
流
雪
溝
が
気
に
な
り
、
見
回
り

し
た
と
こ
ろ
、
子
ど
も
が
浮
か
ん

で
い
た
o

　
ま
わ
り
の
み
な
さ
ん
の
協
力
で

助
か
つ
て
よ
か
つ
た
」
。

商
店
街
振
興
組
合
一
万
六
千
百
六
十

三
円
▽
十
日
町
繊
労
一
万
三
千
八
百

三
十
円

　
飲
酒
運
転
は
絶
対
し

　
な
い
よ
う
に

　
十
日
町
警
察
署
公
表
の
酒
酔
い
運

転
者
氏
名

　
服
部
正
二
　
（
大
字
八
箇
丙
二
一

　
　
　
　
　
　
九
）

県
展
出
品
作
品
を
募
集

　
第
三
十
回
県
美
術
展
ば
、
五
月
二

十
三
日
か
ら
、
県
内
六
会
場
（
十
日

町
会
場
は
七
月
五
日
～
十
一
日
）
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
　
（
出
品
作
品
の
搬

入
受
付
は
五
月
十
七
、
十
八
日
）
申

し
込
み
は
、
新
潟
日
報
社
事
業
局

（
新
潟
市
東
中
通
一
9
二
九
ー
三
二

一
一
番
）
へ
。

■市勢／人ロー50，508人（男24，491人・女26，017人）／世帯数…・”，484／面積一211．44K㎡（2刷日現在）
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　このところ市内では、こどもの交通事故が多く、昨年度は幼児6人
小学生9人、中学生2人の死傷者を出しました
　4月から、園児や児童生徒は、それぞれ新学期がはじまりました・
ことしこそ、悲惨な交通事故をなくしたいものです。
　　　　　　　　　正しい横断をやっている十日町保育所の良い子たち


